
「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（15）

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
興
福
寺
大
乗
院
尋
尊
が
平
安
期
か
ら
室
町
期
に
い
た
る
春

日
神
木
の
動
座
に
関
す
る
先
例
を
整
理
し
た
「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
で
あ
る
。

本
史
料
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
八
嶌
幸
子
「「
大
乗
院
文
書
」
目
録
」（『
北
の
丸
』

第
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
同
目
録
に

よ
り
つ
つ
書
誌
情
報
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

﹇
書
誌
﹈
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
（
請
求
番
号
古
二
三
│
三
八
一
）
神
木
御
動
座

度
々
大
乱
類
聚

　

巻
子
装
一
巻
。
縦
二
七
・
〇
㎝
、
全
長
一
二
二
四
・
八
㎝
。
三
三
紙
。
首
欠
。
表
紙
外

題
に
は
「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚　

前
闕
」
と
あ
る
。
奥
書
に
は
「
此
一
巻
勘
記
録

令
類
聚
者
也
、
寛
正
五
年
五
月
小　

前
大
僧
正
（
花
押
）」
と
あ
る
。
花
押
よ
り
著
者
は

興
福
寺
大
乗
院
尋
尊
（
永
享
二
年
〜
永
正
五
年
、
一
四
三
〇
〜
一
五
〇
八
）
で
あ
る
。
紙

背
に
は
寛
正
三
年
・
四
年
具
注
暦
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
翻
刻
を
紹
介
す
る
前
に
「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」（
以
下
「
類
聚
」
と

の
み
記
す
）
の
内
容
・
成
立
背
景
、
史
料
と
し
て
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

1
、「
類
聚
」
の
内
容
と
成
立
背
景

　

平
安
後
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
中
央
・
地
方
大
寺
社
の
衆
徒
・
神
人
は
宗
教
的
権

威
を
背
景
に
徒
党
を
組
ん
で
朝
廷
や
幕
府
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
強
要
す
る
強
訴
を
頻
繁

に
起
こ
し
た
。
と
り
わ
け
、
延
暦
寺
・
興
福
寺
の
衆
徒
は
無
理
非
道
を
要
求
す
る
こ
と
で

そ
の
時
々
の
政
権
を
悩
ま
せ
た
が
、
彼
ら
は
要
求
を
強
要
す
る
際
、
神
輿
・
神
木
の
動
座

に
よ
っ
て
神
仏
み
ず
か
ら
が
訴
訟
に
赴
く
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
、
そ
の
要
求
を
正
当

化
し
、
中
央
政
権
に
有
利
な
裁
許
を
求
め
た１
。

　

動
座
の
方
法
は
各
寺
社
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
興
福
寺
の
場
合
は
ま
ず
神
木
を
春
日
社
の

本
殿
か
ら
本
殿
脇
の
移
殿
に
移
し
、
そ
れ
で
も
主
張
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
と
興
福
寺
の

金
堂
前
に
移
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
と
、
衆
徒
・
社
司
・
神
人
ら

が
神
木
を
木
津
・
宇
治
（
平
等
院
）
へ
と
移
し
、
最
終
的
に
は
洛
中
に
持
ち
込
み
（
入
洛
）、

そ
こ
で
神
木
を
放
置
し
た
。
放
置
さ
れ
た
神
木
は
興
福
寺
の
要
求
に
つ
い
て
中
央
政
権
と

の
間
で
合
意
が
成
り
立
つ
と
帰
座
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
洛
中
の
勧
学
院
・
法
成
寺
・
長

講
堂
な
ど
に
安
置
さ
れ
た
。
中
央
政
権
に
と
っ
て
神
木
の
動
座
・
入
洛
は
、
行
事
・
祭
礼

の
延
引
・
中
止
や
藤
原
氏
の
出
仕
停
止
を
と
も
な
い
朝
儀
の
停
滞
を
招
く
点
で
圧
力
と

な
っ
た
。
ま
た
入
洛
中
の
神
供
も
中
央
政
権
で
負
担
し
た
よ
う
に
経
済
的
な
問
題
も
無
視

で
き
な
か
っ
た
。
帰
座
に
際
し
て
は
、
南
曹
弁
が
奉
行
と
な
り
公
卿
も
参
列
し
、
そ
の
な

「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

上　

野　

麻
彩
子

北　

村　

彰　

裕

黒　

田　
　
　

智

西　

尾　

知　

己
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か
を
衆
徒
・
神
人
等
が
神
木
を
持
ち
帰
っ
て
い
っ
た２
。

　

こ
の
よ
う
に
神
木
動
座
は
、
訴
訟
と
し
て
の
非
合
理
性
を
持
つ
一
方
で
、
一
定
の
作
法

に
基
づ
く
面
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
朝
廷
や
興
福
寺
・
春
日
社
に
は
次
第
に
先
例
が
蓄
積
さ

れ
、
時
に
蓄
積
さ
れ
た
先
例
は
整
理
さ
れ
た
。「
類
聚
」
も
そ
の
よ
う
な
神
木
動
座
（
一

部
閉
門
も
含
む
）
の
先
例
集
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
類
聚
」
の
成
立
は
、
基
本
的
に
は
奥
書
の
記
さ
れ
た
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
五
月

と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
内
容
を
見
る
と
寛
正
五
年
以
降
の
記
事
も
含
ん
で
い
る
。
お
そ
ら

く
、
寛
正
五
年
以
前
の
記
事
は
寛
正
五
年
時
点
で
整
理
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
記
事
は
尋
尊

が
後
に
書
き
加
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
類
聚
」
が
寛
正
五
年
五
月
に
成
立
し
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
尋
尊
は
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
に
興
福
寺
大
乗
院
に
入
室
し
、
文

安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
大
乗
院
経
覚
の
奈
良
没
落
以
後
、
十
六
歳
で
院
務
を
握
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
は
初
度
の
別
当
に
就
任
す
る
が
、
こ

の
頃
か
ら
「
寺
務
方
諸
廻
請
」
と
題
し
た
詳
細
な
記
録
を
つ
け
は
じ
め
、
別
当
退
任
後
に

は
「
寺
社
雑
事
記
」
と
題
し
た
記
録
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た３
。

　

そ
の
尋
尊
が
は
じ
め
て
直
に
神
木
動
座
を
目
に
し
た
の
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）

の
移
殿
動
座
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
尋
尊
が
本
格
的
に
記
録
を
付
け
始
め
る
前

で
あ
っ
た
た
め
か
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
形
跡
は
な
い
。
次
に
神
木
動
座
を
目
に
し
た

の
が
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
の
移
殿
動
座
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
十
二
月
二
十
四
日

に
神
木
動
座
に
及
ん
で
以
降
、
翌
年
四
月
十
三
日
に
帰
座
す
る
ま
で
、
神
木
は
移
殿
に
鎮

座
し
続
け
た
。
こ
の
時
に
は
尋
尊
も
先
例
に
関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
、「
寺
社
雑
事
記
」

で
も
「
在
家
立
松
等
事
、
貞
治
御
動
座
等
無
之４
、」
と
い
う
よ
う
な
先
例
の
調
査
を
前
提

と
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
類
聚
」
の
成
立
し
た
寛
正
五
年
五
月
は
こ
の
帰

座
の
直
後
に
あ
た
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、「
類
聚
」
は
興
福
寺
の
要
職
に
就
い
て
記
録
を
詳
細
に
つ
け

は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
尋
尊
が
、
寛
正
四
年
か
ら
五
年
の
神
木
動
座
に
接
し
て
そ
の
先

例
を
調
べ
た
際
に
披
見
し
た
諸
記
録
な
ど
を
も
と
に
神
木
動
座
の
先
例
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、「
類
聚
」
の
史
料
と
し
て
の
特
質

　
「
類
聚
」
の
史
料
的
な
特
色
と
し
て
は
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
第
一
の
特
色
は
、
中
世
興
福
寺
の
強
訴
を
通
時
的
に
見
渡
せ
る
点
で
あ
る
。
興
福

寺
の
旧
蔵
史
料
に
は
、「
類
聚
」
以
外
に
も
強
訴
の
事
例
を
収
集
整
理
し
た
史
料
と
し
て

「
神
木
動
座
之
記
」
一
〜
四
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
古
二
三
│
三

八
〇
│
一
〜
四
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
中
世
前
期
の
事
例
を
集
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
尋
尊
は
院
家
に
残
さ
れ
た
記
録
な
ど
を
基
に
し
た
年
代
記
「
大
乗
院
日
記
目

録
」
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
の
記
録
で
は
中
世
前
期
の
強
訴
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記

載
が
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
公
家
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
朝
廷
へ
の
先
例
勘
進
を
職
務
と

す
る
外
記
を
多
数
輩
出
し
た
中
原
氏
の
記
録
に
お
い
て
、
朝
廷
へ
の
強
訴
に
関
す
る
先
例

注
進
や
私
的
な
先
例
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
記
事
を
見
出
せ
る
。
し
か
し
、『
師
守
記
』

や
『
康
富
記
』
で
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
木
津
遷
座
時
の
議
定
の
例
、
入
洛
の
例

な
ど
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
で
限
界
を

有
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
類
聚
」
は
興
福
寺
に
よ
る
中
世
の
強
訴
事
例
を
収
集
・
整

理
し
た
現
存
の
記
録
と
し
て
最
も
詳
細
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
類

聚
」
は
『
大
日
本
史
料
』
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
特
色
か
ら
す

る
と
、
一
括
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
こ
そ
大
き
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

第
二
の
特
色
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
強
訴
記
事
の
厚
さ
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
先
ほ
ど
、
事
例
の
網
羅
と
い
う
点
で
「
類
聚
」
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
た
が
、
興
福
寺
の
外
に
目
を
移
す
と
、
強
訴
の
事
例
を
網
羅
し
た
史
料
と
し
て
、

「
当
社
御
遷
坐
御
進
発
御
入
洛
御
帰
坐
代
々
日
記
」（
大
宮
文
書
）、「
古
今
最
要
抄
第
六　

神
木
御
入
洛
并
御
遷
座
事
」（
春
日
大
社
史
料
）
の
存
在
が
勝
野
隆
信
氏
に
よ
っ
て
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る５
。
こ
の
内
、
特
に
「
当
社
御
遷
坐
御
進
発
御
入
洛
御
帰
坐
代
々
日
記
」

は
事
例
の
網
羅
と
い
う
点
で
は
突
出
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
記
事
の
内
容
は
動

座
・
帰
座
の
年
月
日
、
動
座
当
時
の
寺
務
（
別
当
）
名
、
主
な
訴
訟
事
項
な
ど
に
限
定
さ

れ
、
簡
潔
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
類
聚
」
は
特
に
中
世
後
期
の

記
事
が
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、「
類
聚
」
は
事
例
の
網
羅
性
と
記
事
の
内
容
の
厚
さ
を
兼
ね
備
え
て

い
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
中
世
興
福
寺
に
よ
る
強
訴
の
歴
史
を
読
み
解
く

上
で
、
ひ
い
て
は
中
世
を
通
じ
た
興
福
寺
と
国
家
と
の
関
係
を
見
通
す
上
で
、
極
め
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

註（1
）　
『
日
本
史
大
事
典
』
第
三
巻
（
平
凡
社　

一
九
九
三
年
）「
強
訴
」（
永
村
眞
氏
執
筆
）
な
ど
参
照
。

（
2
）　

春
日
神
木
の
動
座
・
入
洛
に
つ
い
て
は
勝
野
隆
信
『
僧
兵
』（
至
文
堂　

一
九
五
五
）
な
ど
参
照
。

（
3
）　

尋
尊
の
経
歴
、
尋
尊
と
記
録
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
良
一
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記　

あ

る
門
閥
僧
侶
の
没
落
の
記
録
』（
そ
し
え
て　

一
九
八
三
年
）、
安
田
次
郎
「
尋
尊
と
『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』」（
五
味
文
彦
編
『
日
記
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
八
年
）、
松
薗
斉

「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
え
る
記
録
の
構
造
」（
中
尾
堯
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
4
）　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
四
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。

（
5
）　

前
掲
註（
2
）勝
野
著
書
。
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乾元元年（1302）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 68】
賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 114】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】
動座時越年例【④ 226】

乾元 2年（1303）8月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 116】
嘉元 4年（1306）6月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ─ ─

徳治 2年（1307）12月 動座＝木津→宇治→入洛
（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

宇治遷座及数日例【③ 125】

正和元年（1312）4月 閉門・動座＝移殿→金堂前
→入洛（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

正和 3年（1314）3月 動座＝金堂→木津→宇治→
入洛（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

文保 2年（1318）7月 動座＝金堂前 ○ ─ ─ ○ ─ ─
元応 2年（1320）2月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
元亨元年（1321）8月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
正中 2年（1325）6月 動座＝金堂前 ○ ○ ─ ○ ─ ─

嘉暦 2年（1327）3月 閉籠・動座＝金堂
※移されたのは神鏡 ○ ○ ─ ○ ─ ─

嘉暦 2年（1327）8月 動座＝木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─ 木津遷座時、議定評定【③ 77】
建武 2年（1335）6月 動座＝移殿→木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建武 3年（1336）6月 動座＝木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─
建武 3年（1336）11月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─

暦応 2年（1339）11月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─

遷座時、大原野祭【① 86】
木津遷座時、議定評定【③ 77】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】
動座時越年例【④ 226】

暦応 3年（1340）10月 動座＝木津→宇治（平等院）
→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○ 宇治遷座及数日例【③ 125】

動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
康永元年（1342） ※寺訴 ○ ─ ─ ─ ─ ─

康永 3年（1344）11月 動座＝金堂前→宇治（平等
院） ─ ─ ─ ○ ─ ─ 遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】

動座時越年例【④ 226】
貞和 3年（1346）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
貞和 4年（1348）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
文和 4年（1355）9月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
延文元年（1356）7月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ─ ─
貞治 3年（1364）11月 動座＝移殿→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○
応安 4年（1371）12月 動座＝入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○
永和 2年（1376） ※衆徒合戦 ○ ○ ─ ─ ─ ─
永和 3年（1377）9月 動座＝宇治（平等院） ─ ○ ─ ○ ─ ─
永和 4年（1378）10月 動座＝金堂→入洛 ○ ○ ─ ○ ─ ─

康暦元年（1379）8月 動座＝金堂→宇治（平等院）
→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○

明徳 4年（1393） ※蜂起 ○ ─ ─ ─ ─ ─
応永 20年（1413）6月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
嘉吉 2年（1442）11月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
文安 3年（1446）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
宝徳 3年（1451）8月 閉門・動座＝移殿 ○ ○ ─ ○ ─ ─
享徳 3年（1454）9月 ※蜂起 ○ ○ ─ ─ ─ ─
康正元年（1455）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
寛正 2年（1461）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
寛正 4年（1463）11月 閉門・動座＝移殿 ○ ○ ─ ─ ─ ─
明応 10年（1501）2月 動座＝移殿 ─ ○ ─ ○ ─ ─

註 1： 年月欄は閉門・動座などに関わる最初の行動が行われた年月を記している。
註 2： 「事例掲載史料」欄の略称は以下の史料を指す。「類聚」＝「神木御動座度々大乱類聚」、「目録」＝「大乗院日記目録」、「動座」

＝「神木動座之記」（国立公文書館所蔵大乗院文書）、「代々」＝「当社御遷坐御進発御入洛御帰坐代々日記（春日神木御動座年表）」
（大宮文書）、「古今」＝「古今最要抄第六神木御入洛并御遷座事」（春日大社史料）、「康富」＝「春日神木御入洛年々」（『康富記』
宝徳３年９月７日条）

註 3： 「動座」欄の○数字は「神木動座之記」一～四の数字に対応している。
註 4： 「師守記」の先例注進事例欄の【　】内は、○数字が大日本古記録中で事例が掲載されている巻数、半角数字が頁数を示している。
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参考表：各記録における強訴先例収集状況一覧

年（西暦）・月 強訴の形態
事 例 掲 載 史 料

類聚 目録 動座 代々 古今 康富 『師守記』における先例注進
安和元年（968）7月 動座＝入洛 ─ ─ ─ ○ ─ ─
寛弘 3年（1006）7月 動座＝入洛（八省院） ─ ─ ④ ○ ─ ─
寛仁元年（1017）6月 動座＝入洛（大極殿） ─ ─ ①② ○ ○ ─
治暦 2年（1066）3月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ─ ○ ○ ─
寛治 7年（1093）8月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ①②③ ○ ○ ○
康和 5年（1103）3月 動座＝入洛 ─ ─ ①③ ─ ○ ○
天永 4年（1113）4月 動座＝入洛？（丈六堂） ─ ─ ① ○ ○ ─
永久元年（1113）閏 3月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ③④ ○ ─ ○
永久 4年（1116）5月 動座 ─ ─ ─ ○ ○ ─
保安元年（1120）8月 動座＝入洛（勧学院） ○ ─ ① ○ ○ ○
保延 3年（1137）2月 動座＝入洛（勧学院） ○ ○ ①③ ○ ○ ○
保延 5年（1139）3月 動座＝宇治（平等院） ─ ─ ③ ○ ○ ─
久安元年（1145）7月 動座＝金峯山下向 ─ ─ ─ ○ ○ ─
久安 6年（1150）8月 動座＝入洛（勧学院） ○ ─ ①③ ○ ○ ○
平治元年（1159）正月 ※大訴 ○ ─ ─ ─ ─ ─
永万元年（1165）10月 動座＝入洛 ○ ─ ①②③ ○ ○ ─
仁安 3年（1168）5月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ○ ─
承安元年（1171）9月 動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
承安 2年（1172）12月 動座＝入洛（宇治平等院カ） ○ ─ ③ ○ ○ ─
承安 3年（1173）10月 動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
治承 4年（1180）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ○ ─
建久 9年（1198）9月 ※訴訟 ○ ─ ─ ─ ─ ─
建仁元年（1201）9月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ○ ─
建暦 3年（1213）11月 動座＝金堂→宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─ 動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
建保 2年（1214）8月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ○ ─
安貞 2年（1228）5月 閉門逐電・動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ○ ─
安貞 2年（1228）12月 閉門・動座＝宇治 ─ ─ ─ ○ ─ ─
天福 2年（1234）6月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
天福 2年（1234）7月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
文暦 2年（1235）7月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ○ ─

嘉禎元年（1235）12月 閉門・動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
宇治遷座及数日例【③ 125】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】

嘉禎 2年（1236）7月 閉門・動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建長 8年（1256）?月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
正嘉元年（1257）7月 動座＝移殿→金堂 ─ ─ ─ ○ ○ ─
文永元年（1264）7月 動座＝移殿→金堂 ○ ─ ─ ○ ○ ─
建治元年（1276）5月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建治 3年（1277）6月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
弘安元年（1278）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
弘安 3年（1280）（1?）2月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
弘安 4年（1281）9月 動座＝木津→宇治→入洛 ○ ─ ①② ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】
正応 4年（1291）正月 動座＝金堂前→木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─
正応 4年（1291）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時越年例【④ 226】

正応 5年（1292）正月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ─ ─ ─ 遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】

永仁元年（1293） ※神人訴訟 ○ ─ ─ ─ ─ ─

永仁 2年（1294）10月 動座＝木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 67】
遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、氏輩出仕抑留など【① 272】
木津遷座時、議定評定【③ 77】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
動座時、賀茂臨時祭省略【④ 200】
動座時越年例【④ 226】

永仁 3年（1295）11月 動座＝金堂・放光院など ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 67】
遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 114】
動座時、氏輩出仕抑留など【① 272】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
動座時越年例【④ 226】

正安 3年（1301）4月 動座＝金堂前 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 115】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】

正安 4年（1302）3月 動座＝金堂前→木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 115】
木津遷座時、議定評定【③ 77】
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3
号

（20）

【
凡
例
】

一
、
改
紙
は　

」
を
も
っ
て
示
し
、
そ
の
行
頭
に

（第一紙）
の
よ
う
に
紙
数
を
記
し
た
。

一
、
翻
刻
は
原
則
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
一
部
は
旧
字
体
・
異
体
字
を
用
い
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
な
ど
に
よ
る
欠
損
文
字
は
「
□
」「﹇　
　

﹈」
で
表
現
し
た
。

一
、
漢
字
の
踊
り
字
は
す
べ
て
「
々
」「
〳
〵
」
で
表
現
し
た
。

一
、 

校
訂
者
の
加
え
た
文
字
に
つ
い
て
は
、〔　
　

〕
ま
た
は
（　
　

）
を
付
し
、
あ
る

い
は
○
を
冠
し
て
本
文
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
、〔　
　

〕
は
底
本
に
誤
記
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
付
し
た
。

一
、（　
　

）
は
地
名
・
人
名
の
註
記
に
つ
い
て
付
し
た
。

一
、
○
印
は
空
白
部
分
に
関
わ
る
註
記
に
用
い
た
。

一
、 

○

や　
　

の
符
合
を
付
し
て
文
字
や
記
事
の
移
動
を
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

ま
ま
示
し
た
。

【
翻
刻
】

『
神

（
表
紙
外
題
）
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚　

前
闕
』

（第 1紙）

『
二
（
裏
書
）一

九
ノ
七

 

後
大
慈（
尋
尊
）
三
昧
院
殿
御
筆
御
奥
書
有
之
、

 
 

神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
巻

 
 

 
 

 

口
不
足
当
時　
自
保
安
元
年

至
文
明
年
中

 
 

 
 

 
 

但
一
枚 

』」

（
前
欠
）

（第 2紙）  
 

 
 

 

定
出
来
、
依（

藤
原
）
顕
季
卿
□〔

諌
言
被
カ
〕

□
□
﹇　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
御
木
津
始
之
也
、

保
安
元
年 

庚子　

八
月
廿
三
日
、
和
泉
守
稚

〔
雅
〕
隆

（

源

）

停
任
、
郎
徒
三
人
禁
獄
、
是
春
日
神
木

大
衆
等
昨
日
参
洛
依
訴
訟
也
、
廿
四
日
帰
座
、

保
延
三
年 

丁巳　

二
月
十
日
、
神
木
入
洛
、
着
御
勧
学
院
、
醍
醐
座
主
三
宝
院
定
海
超

当
寺
別
当（

一
乗
院
）

玄
覚
故
也
、
仍
停
廃
定
海
、
被
補
玄
覚
於
僧
正
了
、
然
間
、
十

二
日
帰
座
本
社
、
依
之
、
九
月
十
七
日
春
日
若
宮
祭
礼
始
之
、
別
当
并
大

衆
儀
定
也
、
祭
礼
始
是
也
、

久
安
六
年 

庚午　

八
月
五
日
、
大
衆
進
発
勧
学
院
、
興
福
寺
別
当
無
故
未
補
之
間
訴
之
、

至
今
年
三
ケ
年
之
間
寺
務
無
之
、
十
七
日
以
隆
覚
法
印
被
補
寺
務
、
廿
一

日
帰
座
、

平
治
元
年
己卯　

 

正
月
廿
四
日
、
大
衆
訴
申
信
実
□
大
衆
下
了
、

永
万
元
年 

乙酉　

十
月
十
六
日
、
神
木
入
洛
、
為
延
暦
寺
発
向
清
水
寺
故
也
、
依　

二

条
院
御
葬
送
也
、
廿
六
日
被
仰
勧
賞
三
ケ
条
、

 
 

一
、 

以
興
福
寺
別
当（

大
乗
院
）

尋
範
可
為
顕
宗
御
加
持
僧
事
、

 
 

 
 

 

則
十
二
月
十
九
日
可
候
二
間
夜
居
之
由
蒙　

宣
旨
、
奉
行
蔵
人
木
工
頭
重（

藤

方原
）
、
吾
朝
顕
宗
護
持
僧
始
也
、
希
代
例
始
此
時
、
行
徳
之
不
墜
地
、
可
貴
、」

（第 3紙）  
 

 
一
、
以
金
堂
十
僧
毎
僧
事
、
可
補
僧
綱
事
、

 
 

 
 

 
則
十
二
月
十
五
日
、
依　

長
者
宣
、
被
定
十
僧
交
名
、
別
当
僧
正
尋
範
、

権
官
法
印
覚
珎
、
権
律
師
教
縁
・
玄
縁
・
教
高
擬
講
・
心
暁
已
講
・
玄
弘
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已
講
・
公
慶
已
講
・
覚
授
得
業
・
蔵
俊
得
業
、

 
 

一
、
永
寄
幡
摩
庄
事
、　
　

依
之
帰
座
、
自
岩
崎
御
下
向
、

仁
安
二
年 
丁亥　

三
月十

二
イ十
日
、
夜
中
以
千
長
等
、
依
焼
喜
多
院
松
室
・
円
城
房
之
科
、

衆
徒
訴
之
、
五
月十
五
イ十
日
被
行
流
罪
、
前
寺
務（

一
乗
院
）

恵
信
僧
正
伊
豆
国
、
宗〔

寂
カ
〕覚
土
佐
国
、

維
勝
佐
渡
ヽ
、
玄
明
隠
岐
ヽ
、

承
安
元
年 

辛卯　

九
月
廿
二
日
、
大
衆
訴〔

訟
、以
下
同
ジ
〕

詔
寺
領
事
擬
企
参
洛
、
依
御
制
止
留
了
、
御

使
右
少
弁
兼
光
、

 
 

同
二
年
壬辰　

十
二
月
廿
五
日
、
神
木
入
洛
、
訴
平
太
政
入
道
清
盛
公
郎
徒
平
三
郎
春

日
神
人
凌
礫
事
也
、
廿
六
日
、
着

（
山
城
国
宇
治
郡
）

御
平
等
院
、
廿
八
日
、
平
三
郎
被
禁
獄

之
由
被
仰
、
帰
座
、

 
 

同
三
年
癸巳　

五
月
五
日
、
大
衆
発
向
延
暦
寺
、
但

（
山
城
国
宇
治
郡
）

自
宇
治
引
返
、
六
月
廿
五
日
、
大

衆
焼
失（
大
和
国
十
市
郡
）

多
武
峯
、
廿
九
日
別
当
尋
範
外
却
現
任
、
十
月
九
日
、
覚
興
法
橋

配
流
播
磨
国
、
多
武
峯
焼
失
之
帳
〔
張
、以
下
同
ジ
〕

本
、
依
之
、
十
一
月
六
日
、
大
□

〔
衆
〕
発
向
、

神
木
令（
山
城
国
相
楽
郡
）

着
木
津
、
七
日
、
春
日
祭
延
引
、
大
衆
到
宇
治
、
武
士
引
橋
防
之
、

山
大
衆
可
向
宇
治
之
由
、
奏
聞
云
々
、 

」

（第 4紙）  

治
承
四
年 

庚子　

十
二
月
十
六
日
動
座
、
同
廿
一
日
帰
座
、
廿
八
日
東
大
寺
・
興
福
寺

等
悉
皆
炎
上
、
希
代
事
也
、

建
久
九
年 

戊午　

九
月　

日
、
大
衆
訴
詔
和
泉
国
司
宗（

平
）信
、
十〔

十
二
カ
〕
一
月
、
宗
信
配
流
播
磨

国
、
玄
俊
已
講
、
為
大
衆
帳
本
、
被
配
流
佐
渡
国
了
、

建
暦
三
年
癸酉　

十
一
月
十
四
日
、
遷
座
金
堂
、
廿
日
帰
座
、

安
貞
二
年 

戊子　

四
月
廿
二
日
、
大
衆
焼
失
多
武
峯
、
五
月
四
日
、
別
当（

大
乗
院
）

実
尊
停
任
、

十
日
奉
下　

神
木
、
廿
七
日
寺
社
閉
門
遂
〔
逐
、以
下
同
ジ
〕

電
、
八
月
廿〔

十
九
日
カ
〕

九
日
、
別
当
還
補
、

帰
座
并
開
門
、
廿
一
日
被
召
帳
本
、

嘉
禎
元
年 

乙未　

十
二
月
廿
日
、
円

（
大
乗
院
）実
辞
退
寺
務
、
廿
一
日
、
神
木
御
進
発
、
廿
五
日
、

着
平
等
院
、
廿
九
日
、
寺
社〔
閉
脱
カ
〕

門
、

 
 

 
 

 

同
二
年
丙申　

二
月
十
九
日
、
実
尊
大
僧
正
入
滅円
実
僧
正
師

、
同
日
、
円
実
還
補
寺
務
、

廿
日
開
門
、
廿
一
日
帰
座
、

 
 

同
二
年
丙申　

四
月
十
四
日
、
春
日
社
御
遷
宮
造
国
和
泉
国
、
七
月
一
日
、
又
寺
社
閉

門
、
十
月
晦
日
開
門
、
十
一
月
二
日
帰
座
、

文
永
元
年
甲子　

七
月
二
日
、
神
木
動
座
、
八
月
二
日
、
遷
座
金
堂
前
、
廿
一
日
帰
座
、」

（第 5紙）  

建
治

二
イ元
年
丁
〔
乙
〕亥　

五
月
十
五
日
神
木
動
座
、
六
月
廿
二
日
金
堂
前
、
八
月
廿
一
日
帰
座
、

同
三
年
丁丑　

六
月
八
日
神
木
動
座
、
十
月
十
日
帰
座
、

弘
安
元
年
戊寅　

七
月
廿
二
日
神
木
動
座
、
廿
七
日
帰
座
、

同
三
年
庚辰　

二
月
三
日
依
条
々
寺
訴
神
木
動
座
、
為
寺
務
沙
汰
、
廿
九
日
帰
座
、

 
 

同
四
年
辛巳　

依
大

（
山
城
国
綴
喜
郡
）

住
・
薪
両
庄
堺
相
論
、
九
月
廿
五
日
神
木
自
社
頭
着
御
木
津
、
十

月
〔
三
日
カ
〕

十
三
日
到
着
宇
治
、
四
日
入
洛
、
而
於（

山
城
国
紀
伊
郡
）

稲
荷
山
辺
、
為
武
士
神
木
・
○寺

僧
等
被
懸
散
了
、

　
　
　
　

同
五
年
壬午　

十
二
月
廿
一
日
帰
座
、
寺
社
訴
訟
条
々
裁
許
、

正
応
四
年
辛卯　

正
月
十
七
日
遷
座
金
堂
前
、
十
九
日
着
木
津
、
二
月
廿
三
日
帰
座
、

同
十
二
月
廿
七
日
、
神
木
動
座
、

同
五
年
壬辰　

正
月
十
三
日
神
木
着
御
金
堂
前
、
四
月
廿
一
日
帰
座
、

永
仁
元
年 

癸巳　

依
神
人
訴
詔
、
若
宮
祭
礼
延
引
、
十
一
月
十
七
日
始
行
之
、
此
間
衆

徒
与
一（

覚
昭
）
乗
院
合
戦
在
之
、

（第 6紙）  

同
二
年
甲午　

十
月
五
日
夜
、
竊
奉
遷
神
木
於
木
津
、
一
類
衆
徒
」
結
構
云
々
、

　
　
　
　

同
三
年
乙未　

五
月
四
日
夜
帰
座
、

 
 

同
三
年
乙未　

十
一
月
廿
六
日
、
於
社
頭
合
戦
、
辰
刻
一
類
族
乱
入
、
社
頭
擲
奉
下
神

鏡
之
処
、
警
固
之
輩
合
戦
、
於
廻
所
之
内
殺
害
刃
傷
、
自
上
古
未
聞
其
例
、

 
 

 
 

一
二
御
前
、
奉
遷
金
堂
、

 
 

 
 

三
四
御
前
、
奉
遷
天
満
坂
、

 
 

 
 

若
宮
御
前
、
両
方
有
異（

マ
マ
）誠
、

 
 

 
 

二
三
御
前
若
宮
、
奉
遷
寺
中
、

 
 

 
 

三
四
御
前
、
奉
遷
放
光
院
、

 
 

 
 

同
五
年
丁酉　

 

八
月
廿
一
日
帰
座
、

正
安
三
年 

辛丑　

四
月　

日
金
堂
遷
座
、
廿
二
日
別
当
左
衛
門
督（

今
出
川
）

兼
季
拝
賀
着
陣
、

 
 

 
 

 
十
月
廿
五
日
、
大
和
国
悪
党
令
乱
入
、
社
神
鏡
十
四
面
下
取

（
大
和
国
葛
下
郡
）

、
高
尾
之
別
所

引
籠
、
以
衆
徒
官
兵
致
合
戦
、
十
二
月
廿
三
日
帰
座
三
ヶ
月
之
間
悉
以
帰
座
了
、

乾
元
々
年
壬寅　

十
二
月
廿
九
日
神
木
動
座
、
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次
年
嘉
元
々
年
癸卯　

正
月
十
九
日
帰
座
、

嘉
元
々
年
癸卯　

八
月
十
八
日
神
木
動
座
、
九
月
十
四
日
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

」

（第 7紙）  
徳
治
二
年 

丁未　

十
二
月
十
二
日
、
神
木
遷
座
木
津
、
十
五
日
着
御
宇
治
、
依（

近
江
国
愛
知
郡
）

鯰
江
庄

土
民
等
訴
詔
申
也
、
廿
日
入
洛
、

 
 

 
 

 
三
年
、
延
慶
元
年
七
月
十
二
日
帰
座
、
廿
七
日
殿（

鷹
司
冬
平
）

大
納
言
殿
拝
賀
、

応
長
元
年 

辛亥　

六
月
廿
八
日
六
方
・
両
堂
等
、
為
令
焼
失
多
武
峯
発
向
、
廿
九
日
合

戦
渉
両
年
、
猶
居
関
所
、
或
打
止
耕
作
等
如
此
事
、

 
 

 
 

同
二
年
、
正
和
元
年
壬子　

依
多
武
峯
発
向
加
制
止
、
可
居
和
州
地
頭
之
由
、

 
 

 
 

 

武
家
致
種
々
沙
汰
之
間
、
寺
門
及
訴
證

〔
訟
〕
、
三
月
十
一
日
遷
座〻殿

料
理
、
四
月

十
三
日
動
座
、
十
九
日
金
堂
前
、
五
月
十
七
日
寺
社
末
寺
閉
門
、
八
月
廿

五
日
酉
刻
着
御
法
城

〔
成
、以
下
同
ジ
〕

寺
了
、

 
 

 
 

同
二
年
癸丑　

八
月
十
六
日
神
木
帰
座
、

正
和
三
年 

甲寅　

三
月
十
一
日
、
神
木
金
堂
前
、
十
二
日
着
木
津
、
十
四
日
宇
治
、
十

七
日
着
法
城
寺
了
、
彼
寺
中
触
穢
之
間
、
為　

殿（
近
衛
家
平
）

下
御
沙
汰
、
南
大
門
前

仁
仮
屋
構
之
、
八
月
三
日
和
州
地
頭
居
之
、
十
五
日
神
木
自
法
城
寺
帰
座

金
堂
前
、
十
一
月
廿
四
日
帰
座
本
社
、
十
二
月
廿
四
日
地
頭
退
散
、

文
保
二
年
戊午　

七
月
十
三
日
動
座
、
廿
二
日
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」

（第 8紙）  

元
応
二
年
庚申　

二
月
十
四
日
神
木
動
座
、
三
月
十
二
日
帰
座
、

元
亨
元
年 

辛酉　

八
月
六
日
神
木
動
座
、
依
和
州
悪
党
二
十
人
事
也
、
廿
二
日
帰
座
、

正
中
二
年 　

六
月
廿
五
日
、
神
木
金
堂
前
御
遷
座
在
之
、
凡
今
度
御
遷
座
者
、
非
寺

訴
等
、
五
大
院
僧
正
御
房（
大
乗
院
）

覚
ー
尊
方
凶
徒
等
奉
取
神
木
可
企
敖
訴
之
由
有

其
聞
間
、
寺
（
一
乗
院
良
信
）

務
有
御
奏
聞
公
家
、
被
奉
移
神
木
於
金
堂
、
五
大
院
殿
有
御

問
答
云
々
、
雖
然
依
事
尽
間
、
七
月
廿
四
日
奉
行
下
向
、
猶
以
不
事
行

云
々
、

 
 

 
 

 

同
廿
五
日
、
武
士
下
着
、
佐
々
木
三（

時
信
カ
）
郎
右
衛
門
尉
ハ
南
大
門
警
固
之
、
猶

以
不
事
行
間
、
自
公
家
御
問
答
九（
忠
教
）
条
殿
云
々
、

 
 

 
 

 

同
十
二
月
十
五
日
御
帰
座
、
勅
使
・
南
曹
弁
・
権
別
当
・
僧
綱
・
三
綱
以

下
供
奉
了
、

嘉
暦
二
年 

丁卯　

三
月
八
日
夜
、
聖
信
禅
師
坊
人
等
閉
籠
金
堂
奉
移
神
鏡
、
十
二
日
六

方
寄
寺
中
有
合
戦
・
放
火
、
金
堂
・
講
堂
以
下
諸
堂
炎
上
了
、
二
御
前
御

鏡
灰
中
、
四
面
者
守
元
〔
之
カ
〕、
奉
取
之
、
集
入
二
鳥
居
北
経
蔵
了
、

（第 9紙）  

建
武
二
年
乙亥　

六
月
十
五
日
、
神
木
動
座
、
廿
日
辰
刻
進
発
木
津
、」
七
月
十
一
日
帰
座
、

同
三
年
丙子　

十
一
月　

日
、
神
木
動
座
、
十
二
月
廿
六
日
帰
座
、

暦
応
二
年
己卯　

十
一
月
九
日
、
神
木
動
座
、
廿
二
日
金
堂
前
、

 
 

 
 

同
三
年
庚亥

〔
辰
〕　

六
月
廿
日
、
帰
座
、

同
三
年
庚辰　

四
月
廿
六
日
神
木
遷
座
、
依
之
、
一
乗
院
覚
実
僧
正
寺
務
辞
之
、

 
 

 
 

六
月
四
日
、
還
補
、

 
 

 
 

九
月
晦
日
、
法
花
会
始
行
之
、

 
 

 
 

十
月
廿
四
日
、
神
木
着
木
津
、
依
之
、
又
寺
務
辞
之
、

 
 

 
 

十
二
月
十
九
日
入
洛
申
刻
、
着
六
条
殿
長
講
堂
了
、

 
 

 
 

同
四
年
辛巳　

正
月
十
四
日
、
香
薗
〔
園
、以
下
同
ジ
〕

院（
二
条
師
忠
）

入
道
関
白
薨
八
十
八
、

 
 

 
 

八
月
十
九
日
帰
座
、

康
永
元
年
壬午　

正
月
廿
七
日
、
九
条
三（

道
教
）縁
院
殿
任
関
白
給
了
、

 
 

 
 

三
月
一
日
、
以
三
綱
上
座
法
眼一

乗
院
坊
官

清
舜
為
寺
務
執
行
、

 
 

 
 

 

寛
治
二
年
上
座
定
深
、
康
和
四
年
上
座
定
尋
、
大
治
四
年
寺
主
静
俊
、　　
　
　
　

久
安
四
年
上
座
信
定
、
保
元
々
年
上
座
信
実
、
承
安
元
年
上
座
栄
懐
等
例
也
、　　

 
 

 
 

 

去
暦
応
三
年
十
月
廿
四
日
、
依
寺
訴
、
一
乗
院
覚
実
寺
務
辞
之
、
及
三
ヶ

年
寺
務
無
之
、
仍
今
度
以
上
座
法
眼
為
寺
務
執
行
了
、

（第 10紙）  
 

 
 

 
 

四
月
廿
日
、
維暦

応
三
年
分

摩
会
始
行
之
、
講
師
公
憲
大
徳
、
則
」
上
座
法
眼
為
寺
務

執
行
奉
行
了
、

 
 

 
 

六
月
廿
三
日
、
覚
実
僧
正
寺
務
還
補
、

 
 

 
 

 

十
月
十
日
、暦

応
四
年
分
維
摩
会
始
行
、
講
師
盛
深
、
晦
日
法
花
会
始
行
之
、

 
 

 
 

十
一
月
十
八
日
、
鷹
司〔

照
〕昭（師

平
）
光
院
殿
任
関
白
給
、

 
 

 
 

十
二
月
十
四
日
、
前
権
僧
正
良
暁
為
権
別
当
、

貞
和
三ニ
イ年
丁亥　

七
月
二
日
、
神
木
動
座
、

 
 

 
 

同
四
年
戊子　

正
月
十
一
日
帰
座
、

同
四
年
戊子　

七
月
八
日
、
神
木
動
座
、
八
月
二
日
、
帰
座
、

文
和
四
年
乙未　

九
月
六
日
、
神
木
動
座
、

 
 

 
 

同
五
年
丙申　

正
月
十
二
日
、
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
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（第 11紙）  

貞
後
光
厳
院
御
宇治
三
年
甲辰　

七
月
七
日
、
光
厳
院
法
皇
崩
五
十
二　
　
　

於
丹
波
国
山
中
、
天
下
諒
闇
、
十
二
月
廿

日
、
暁
神
木
入
洛
、
造
替
社
頭
両
門
跡
訴
申
之
、
長
講
堂
入
御
、

四
年
乙巳　

正
月
廿
六
日
、
南
朝
禅
定
殿
下
師（

二
条
）
ー
基
薨
、
自
正
月
二
日
洛
中
焼
失
、
夜
々

相
続
奇
異
也
、
神
木
遷
座
之
故
之
由
謳
哥
、

二
月
五
日
夜
半
、
七
条
東
洞
院
赤
松
之
宿
、
執
事
修

（
斯
波
高
経
、道
兆
）

理
大
夫
入
道
宿
所
等
焼
也
、
自
去

冬
疱
瘡
遍
天
下
、

五

○

月
四
日
夜
、
将
軍
義（

足
利
）ー
詮
母
儀（

赤
橋
登
子
）

禅
尼
入
滅
、

九
〔
閏
九
月
〕月
七
日
暁
、
葉
室
大
納
言
長
光
薨
、

自
十
月
下
旬
至
十
一
月
始
都
鄙
疾
病
流
布
、
死
滅
多
、
神
木
之
故
云
々
、
有
詫
宣
事

云
々
、

三
月
□
〔
十
〕
日
、
前
関
白
経（

一
条
）
□

〔
ー
〕通
□

〔
薨
〕
、
□〔

十
一
月
〕

□
□
八
□

〔
日
〕
夜
、
平
等
院
廻
廊
焼
﹇　
　

﹈」

（第 12紙）  
 

五
年
丙午　

自
去
比
疾
癘
流
布
、
至
六
月
不
休
、
依
之
左
大
史
小
槻
匡
遠
朝
臣
子
息
量

実
、
同
匡
遠
弟
等
他
界
、
可
謂
朝
家
衰
微
、
餓
死
満
洛
中
、

六
月
十
三
日
、
自
暁
暴
風
、
至
昼
暴
吹
、
伐
木
廃
屋
、
旧
人
未
覚
悟
云
々
、
作
毛
田

畠
損
失
不
可
説
〳
〵
、

八
月
八
日
夜
、
軍
勢
馳
集
将
軍
亭
三
条
富
少
〔
小
〕
路
、
九
日
、
僧
正
懐
雅
為
権
別
当
、
同

暁
卯
刻
、
修
理
大
夫
入
道
々
兆
治（斯
波
義
将
）

部
大
輔
父
没
落
自
放
火
、
孫（

斯
波
義
高
）

将
監
宿
所
等
同
之
、
逃

下
若
狭
国
、
伐
手
山
名
左
京（
時
氏
）大
夫
入
道
、
佐
々
木
大
夫（

氏
頼
）判
官
入
道
・

（
今
川
範
国
）

心
省
等
罷
向

云
々
、
所
詮
去
比
京
中
騒
乱
、
執
事
父
入
道
為
誅
罰
也
云
々
、
十
二
日
神
木
帰
座
、

今
夜
〔
度
カ
〕着
御
宇
治
、
供
奉
公
卿
、

 

関
白
前
左
大
臣
良（
二
条
）ー
基  

左
大
臣
冬（
鷹
司
）ー
通  

 
 

今
出
川
大
納
言
公
直

 

花
山
院
大
納
言
兼
定 

 

九
条
大
納
言
忠
ー
基  

一
条
大
納
言
房
ー
経

 

坊
城
中
納
言
俊
冬 

 
 

四
条
中
納
言
隆
家 

 

別
当
忠（

柳
原
）光

 

西
薗
寺
中
納
言
公
永 

 

鷲
尾
宰
相
隆
右 

 
 

洞
院
宰
相
公
頼

 
 

 
 

以
上
公
卿

 

鷹
司
中
将
忠
頼 

 
 

 

一
条
中
将
季
村 

 
 

法
性
寺
中
将
親
忠

 

左南
曹

中
弁
嗣

（
万
里
小
路
）
房  

 
 

 

蔵
人
右
中
弁
宣

（
中
御
門
）方 

 

権
右
中
弁
資（

裏
松
）康

 

蔵
人
左
少
弁
仲（

広
橋
）光 

 
 

蔵
人
右
少
弁
宗（

葉
室
）顕 

 

右
少
将（

楊
梅
）
兼
時　

為（
冷
泉
）有

 
 

 
 

以
上
殿
十〻上

人
、
皆
以
藤
氏
、

 

権
別
当
僧
正
懐
雅
以
下
僧
正
五
人
、

 
 

大
乗
院
僧
都
孝
ー
尊
以
下
法
印
僧
都
等
廿
七
人
、
寺
務
大
乗
院
孝
ー
覚
所
労
云
々

不
参
、
申
下
刻
神
行
、
入
夜
入
御
宇
治
、
今
度
勝
手
神
輿
無
入
洛
、
依
為
敵
陣
南

方
歟
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　

」

（第 13紙）  

十
一
月
廿
三
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
権
少
僧
都
印
覚
観
応
元
年
分
、

十
二
月
廿
五
日
、
僧
正
懐
（
松
林
院
）雅
任
寺
務
、

六
年
丁未　

将
軍
義
詮
二
月
廿
日
逝
去
、

　
　

応
後
円
融
院
御
宇
安
四
年
辛亥　

三
月
廿
三
日
、
主
上
後
円
融
院
御
元
服
御
歳
十
四
、
同
日
受
禅
、

十
二
月
二
日
、
神
木
入
洛
、
為
武
家
沙
汰
、
引
宇
治
橋
之
間
、
自
南西
歟

路
入
洛
、
至
東

寺
前
大
宮
北
行
、
七
条
東
行
、
東
洞
院
北
行
、
六
条
西
行
、
奉
入
于
長
講
堂
、
今
度

訴
詔
奉
訴
一
乗
院
・
大
乗
院
両
門
可
削
跡
云
々
、
其
外
条
々
相
加
云
々
、

同
五
日
、
依
衆
徒
欝
訴
、
被
退
一
乗
院
実
玄
僧
都
・
大
乗
院
教
信
禅
師
之
由
、
被
成

院
宣
於
武
家
了
、

同
十
二
日
戌
刻
、
六
方
・
衆
徒
馳
向
両
門
跡
、
奉
払
之
間
、
一
乗
院
花
林
院
御
坊
、

大
乗
院
己
心
寺
御
住
所
、
自
放
火
没
落
、

十
一
日
、
藤日
野
柳
原中
納
言
忠
光
・
左日

野
広
橋少
弁
仲
光
被
放
氏
、
十
三
日
事
書
進
京
都
云
々
、
神

木
在
洛
之
間
、
御
即
位
事
有
其
沙
汰
、
彼
両
人
奉
行
之
間
、
申
沙
汰
不
可
然
之
故
也
、

左中
御
門中
弁
宣
方
同
放
氏
了
、

十
七
日
、
藤
黄
門
忠
光
并
左
少
弁
仲
光
両
人
亭
ニ
奉
入
神
宝
、
先
代
未
聞
事
也
、

十
六
日
、
左万
里
少
路大
弁
宰
相
嗣
房
放
氏
了
、

廿
九
日
、
藤
中
納
言
忠
光
続
氏
、
卅
日
、
件
亭
之
神
宝
奉
帰
入
之
、

五
年
壬子　

正
月
、
元
日
節
会
依
神
木
在
洛
、
関
白
以
下
不
出
仕
、
内
弁
平
中
納
言
親

（第 14紙）  
 

顕
、
源中

院

中
納
言
通
氏
、
平安

居
院宰
相
行
知
、」
以
上
公
卿
三
人
云
々
、
任
例
無
出
御
、
垂

御
簾
止
歌
笛
奏
、

七
日
、
節
会
内
弁
源土
御
門中
納
言
定
具
、
五
日
叙
位
被
止
之
、

自
去
年
三
月
比
火
災
連
続
、
洛
中
洛
外
在
家
等
多
以
焼
失
、

十
日
、
武
家
評
定
始
、

十
八
日
、
政
始
、
上
卿
平
中
納
言
親
顕
卿
、

廿
二
日
、
依
訴
詔
流
人
宣
下
、
実
玄
僧
都
伊
豆
、
教
信
禅
師
土
佐
、

98



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（24）

頼
乗
僧
正
号
安
養
院
、
一
乗
院
門
徒
、　

隠
岐
、　　
　
　
　
　
　
　
　

覚
成
僧
都
号
禅
光
院
、
大
乗
院
門
徒
、　

佐
渡
、　　
　
　
　
　
　
　
　

善
寛
法
師
一
乗
院
坊
人
、　

常
陸
、　　
　
　

憲
実
法
師
大
乗
院
坊
人
、　

安
房
、　　
　
　

懐
実
法
師
憲
実
子
、　

周
防
、　　

又
聴
流
人
俗
名
、
実
玄
路
峯
常
、
教
信
磯
部
濱
行
、
頼
乗
池
田
浪
滋
、
覚
成
岸
田
門

里
、
善
寛
原
坂
遠
、
憲
実
春
野
山
道
、
懐
実
高
林
永
材
、

忠
光
卿
続
氏
、
正
月
玄
重
令
放
氏
云
々
、

三

○

月
四
日
、
新
院
後
光
厳
院
御
幸
始
、
六
日
、
洞
院
前
大
納
言
実
守
薨
、

六
月
十
日
、
頼
乗
僧
正
入
滅
、

二
月
九
日
、
修
南
院
僧
正
成
〔
盛
〕
深
寺
務
再
任
、

十
月
七
日
、
夜
寅
刻
、
南
都
七
大
寺
春
日
社
家
以
下
諸
末
寺
等
閉
門
并
五
大
尊
奉
向

北
、
同
南
円
堂
開
北
門
、
奉
向
本
尊
ヲ
北
一
七
昼
夜
三
十
頌
読
誦
云
々
、
自
今
夜
一

向
京
都
調
伏
之
祈
念
也
、
神
木
于
今
在
洛
、
結
句
公
武
一
向
被
棄
損
神
訴
了
、
有

懼
々
々
、

十
一
月
日
、
将
（
足
利
義
満
）
軍
判
始
可
執
行
事
、

十
二
月
十
七
日
、
重
尊
號
太
上
皇
宣
下
云
々
、

（第 15紙）  
 

六
年
癸丑　

正
月
元
日
、
節
会
内
弁
源中

院大
納
言
親
光
・
源

中
院
久
我

大
納
言
具
通
」・
左万

里
少
路大
弁
宰

相
嗣
房
也
、
関
白
以
下
藤
氏
不
出
仕
、
左
大
弁
嗣
房
卿
者
藤
氏
也
、
今
神
木
在
洛
之

間
、
有
其
憚
歟
、
但
旧
冬
有
御
問
答
之
子
細
、
氏
公
卿
出
仕
事
、
衆
徒
令
免
許
云
々
、

節
会
儀
、
止
哥
笛
等
如
例
、

五
日
、
勧
修
寺
前
内
大
臣
経
顕
公
薨
七
十
、

六
日
、
叙
位
也
、
執
筆
源
大
納
言
具
通
卿
、

七
日
、
節
会
、
内
弁
具
通
卿
、

至
三
月
余
寒
甚
深
、
連
々
雪
下
、
自
四
月
比
疾
病
流
布
世
間
、

五
月
中
旬
比
、
薄
寒
如
九
月
天
気
、
同
十
二
日
夜
、
氷
降
、

六
月
十
七
日
夜
、
同
廿
八
日
夜
、
天
変
光
如
月
、

八
月
四
日
朝
、
神
鹿
三
頭
入
京
中
、
於
七
条
大
宮
辺
、
在
地
人
等
打
擲
之
、
二
頭
逃

去
了
、
一
頭
被
打
擲
之
処
、
六
条
殿
神
木
参
候
之
神
人
等
奔
向
之
間
、
鹿
相
随
入
六

条
殿
臥
庭
上
、
奇
異
之
神
徳
也
、
貴
賤
参
集
成
随
喜
偈
〔
渇
〕
仰
之
思
云
々
、
七
日
夜
、
件

鹿
奉
送
帰
春
日
山
、
以
材
木
作
台
、
行
廻
於
布
載
之
、
人
夫
等
舁
之
、
黄
衣
神
人
数

十
輩
供
奉
之
、

八
月
六
日
夜
、
南
都
衆
徒
等
奉
放
氏
於
二
条
太
閤
太
政
大
臣
良
ー
基
公
、
先
代
未
聞
珍
事
也
、

八
月
廿
五
日
、
佐
々
木
佐
渡
大（
京
極
高
氏
）

夫
判
官
入
道
々
誉
卒
去
七
十
八
、
於
江
州
、

九
月
二
日
、
自
酉
刻
暴
風
疾
雨
、
洛
中
洛
外
一
宇
無
余
処
、
或
転
倒
、
或
破
損
、
寅

下
刻
計
静
、
翌
属
晴
、

九
月
廿
八
日
夜
半
、
天
龍
寺
焼
失
、
方
丈
并
雲
客
庵
相
残
了
、

十
月
五
日
、
賀
茂
小
社
奈
良
社
回
禄
、
未
曽
無
其
例
云
々
、
同
廿
六
日
、
依
奈
良
社

事
、
被
行
軒
廊
御
占
、

後
十
月
廿
二
日
夜
、
地
震
、
同
暁
又
地
震
、
同
廿
九
日
戌
刻
、
地
震
、

（第 16紙）  
 

十
一
月
一
日
、
朔
旦
冬
至
也
、
有
旬
儀
、
衰
日
之
儀
賀
表
」
作
者
并
清
書
輩
、
一
上

右
大
臣
忠（
九
条
）ー

基
申
沙
汰
、
依
神
木
在
洛
無
出
仕
、
当
日
上
卿
源
大
納
言
親
光
卿
・
執

柄
并
右
府
、
於
賀
表
之
暑
〔
署
〕
者
被
加
之
、

十
一
月
三
日
戌
刻
、
賀
茂
社
頭
神
宮
寺
・
観
音
堂
・
鐘
楼
・
経
蔵
悉
以
炎
上
、
神
火

云
々
、

十
一
月
十
三
日
、
依
神
訴
、
赤
松
広
瀬
範
顕
・
後
藤
遠
江
入
道
性
準
配
流
宣
下
、
範

顕
越
後
、
性
準
上
総
国
云
々
、

十
二
月
廿
一
日
、
法
雲
院
権
僧
正
実
遍
任
寺
務
、

同
廿
六
日
、
被
行
朔
旦
冬
至
之
叙
位
、

廿
九
日
、
権
僧
正
印
覚
為
権
別
当
、

七
年
甲寅　

正
月
元
日
、
節
会
内
弁
平
中
納
言
親
顕
卿
云
々
、
藤
氏
不
出
仕
、
仙
洞
後
光

厳
院
殿
御
不
例
、
無
四
方
拝
・
御
薬
、

五
日
、叙
位
、依
神
木
在
洛
無
之
、而
去
年
被
行
了
、依
両
年
停
止
之
例
不
快
也
云
々
、

仍
今
年
者
停
止
之
、

十
三
日
、
大
乗
院
大
僧
正
孝
尊
入
滅
、

廿
八
日
夜
寅
刻
、
新
院
後
光
厳
院
崩
御
、
御
歳
三
十
七
、
去
十
六
日
ヨ
リ
御
不
例
、
御
疱

瘡
出
現
云
々
、
去
十
七
日
鹿
一
頭
忽
然
参
仙
洞
馳
奔
云
々
、
神
木
在
洛
之
間
、
人
々

成
奇
異
之
思
之
由
、
在
人
口
於
怪
異
多
以
有
之
云
々
、

二
月
二
日
戊戌　

新
院
御
葬
礼
、
奉
運
泉
涌
寺
、
八
葉
御
車
、
安
楽
光
院
長
老
参
御
車
、

去
卅
日
御
入
棺
、
御
共
公
卿
三
条
輔
大
納
言
実
音
候
御
車
寄
、
西
薗
寺
中
納
言
公
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（25）

永
・
藤
中
納
言
忠
光
・
前
右
衛（
山
科
）
門
督
教
言
・
三
条
宰
相
中
将
公
時
・
右
大
弁
宰
相
嗣

（第 17紙）  
 

房
・
右
衛（
四
条
）門
督
顕
保
、
殿
上
人
教（
山
科
）繁
朝
臣
・
知（
橘
）繁
朝
臣
・
隆（
四
条
）広
朝
臣
」・
親
（
中
山
）雅
朝
臣
・

基（
園
）明
朝
臣
・
永（

高
倉
）季
朝
臣
・
資（

日
野
）康
朝
臣
・
光（

中
院
）顕
朝
臣
・
言

（
東
坊
城
）長
、
北
面
五
六
人
、
御
随
身

秦
久
弘
・
同
子
久
方
、
各
布
衣
箸
藁
沓
、
参
御
車
前
後
、
北
面
等
有
所
役
云
々
、
御

牛
飼
石
鶴
丸
布
衣
、
召
次
白
帳
等
也
、
三
宝
院
僧
正
光
済
蜜
々
参
、
於
彼
寺
惣
門
移

御
車
、
手
引
寄
御
車
於
法
堂
、
奉
渡
御
棺
、
諷
経
之
後
、
移
御
輿
、
奉
渡
御
荼
毘
所
、

同
夜
遺
詔
奏
、
上
卿
中
院
大
納
言
親
光
、
同
警
固
召
仰
并
御
追
号
後
光
厳
院
、
同
三

日
、
被
拾
御
骨
、
同
八
日
、
収
深
草
法
花
堂
、
藤
中
納
言
忠
光
供
奉
之
、

同
廿
五
日
六
日
比
、
夜
々
彗
星
出
現
、

四
月
三
日
夕
、
藤
中
納
言
忠
光
卿
、
密
々
出
行
参
高
野
、
同
十
一
日
帰
京
了
、

十
四
日
、
加
茂
祭
、

十
五
日
、
武
家
的
始
、
依
旧
院
事
于
今
延
引
、

廿
八
日
夜
、
武
家
今
年
始
社
参
六
条
若
宮
雨
下
、

六
月
七
日
、
依
山
訴
、
祇
園
会
無（
マ
マ
）之
、

廿
日
暁
、
日
吉
神
輿
七
基
、
赤
山
以
下
入
洛
、

七
月
廿
二
日
三
日
比
、
春
日
社
二
三
神
殿
昇
階
以
下
銀
金
花
出
現
、

同
八
月
一
日
、
第
一
御
殿
御
簾
階
并
御
正
体
面
、
同
花
出
現
、
令
注
進
公
家
、

八
月
十
七
日
、
南
朝
吉
野
行
宮
焼
亡
云
々
、

同
十
五
六
日
比
、
猿
遍
廻
洛
中
、
速
々
参
祇
薗
云
々
、
神
輿
入
御
故
也
、

十
一
月
五
日
、
依
南
都
訴
詔
流
人
等
宣
下
、
上
卿
源
大
納
言
親
光
卿
也
、
平
宰
相
行

知
卿
配
美
濃
国
、
三
宝
院
光
済
僧
正
俗
名
磯
部
浪
近
配
播
磨
国
、
覚
王
院
宋
縁
僧
正

俗
名
原
山
方
配
備
中
国
、
儀
俄
中
務（
知
俊
）入
道
元
奇
近
江
国

守
護
代
配
遠
江
国
、
同
廿
日
、
両
僧
正

以
下
下
向
、

大
乗
院
門
主
若
君
御
下
向
□
忘
時
日
、 

」

（第 18紙）  

十
二
月
十
三
日
、
権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
藤
原
朝
臣
嗣
房
、
補
検
非
違
使
別
当
、

十
七
日
、
春
日
神
木
帰
坐
、
長
者
二
条
是
心
院
殿
師
ー
良
以
下
、
藤
氏
公
卿
済
々
供

奉
如
例
、
同
夜
、
主
上
御
即
位
日
時
定
等
、

廿
日
、
御
即
位
叙
位
、
執
筆
中
院
大
納
言
具
通
、
同
夜
、
礼
服
御
覧
、

廿
八
日
、
於
太
政
官
庁
即
位
御
歳
十
七
、
内
弁
九
条
殿
右
大
臣
忠
基
公
、

十
二
月
中
旬
比
、
忠
光
卿
続
氏
、
同
下
旬
比
、
光
済
・
宋
縁
・
性
準
・
範
顕
等
帰
京

云
々
、
依
神
木
事
御
即
位
等
于
今
延
引
、

八
年
乙卯　

正
月
元
日
、
節
会
平
座
上
卿
新
藤（

土
御
門
）
中
納
言
保
光
卿
、
五
日
、
叙
位
、
并
七
日
、

節
会
、
十
六
日
、
同
依
諒
闇
無
之
、

正
月
廿
八
日
、
諒
闇
畢
、
一
周
忌
御
仏
事
被
行
御
八
講
了
、

永
和
二
年
丙辰　

六
月
廿
一
二
日
、
西
南
院
覚
家
与
東
北
院
円
兼
両
院
衆
徒
及
合
戦

云
々
、
維
摩
会
講
師
前
後
相
論
事
也
、

十
月
比
、
寺
門
蜂
起
訴
円
兼
得
業
事
、
十
一
月
四
日
被
下
円
兼
院
務
停
廃　

綸
旨
於

南
都
衆
徒
、　

或
記
云
□
〔
嘉
慶
カ
〕□
三
年
云
々
、

 
 

 
 

 

正
月
十
日
、
慈
恩
院
権
僧
正
隆
円
為
寺
務
、

四
年
戊午　
○

十
月
九
日
、
神
木
金
堂
遷
座
、
和
州
国
民
等
凶
徒
、
神
事
・
法
会
之
料

足
、
諸
談
義
米
、
諸
坊
・
諸
院
領
等
令
押
妨
之
間
、
致
興
行
之
沙
汰
、
先
最
前
ニ
本

社
神
人
并
参
所
神
人
・
白
人
神
人
・
中
綱
・
仕
丁
等
数
百
人
、
十
市
入
道
遠
康
法
師

許
へ
被
付
之
処
、
不
令
叙
用
之
、
出
向
路
次
、
帯
武
具
、
杖
擲
刃
傷
神
人
等
了
、
悪

行
尤
越
常
篇
者
歟
、
仍
訴　

公
武
、
為
加
治
罰
、
十
月
九
日
夜
、
神
木
金
堂
前
ニ
御

遷
座
、 

」

（第 19紙）  
 

同
十
一
日
、
学
侶
・
六
方
等
下
向（

大
和
国
山
辺
郡
）

内
山
堺
、
廻
治
罰
之
計
略
歳
暮
月
迫
ニ
成
之
間
、

依
無
処
于
沙
汰
、
十
二
月
上
旬
比
、
先
上
洛
了
、

〔
三
月
〕

康改
元
二
月
廿
二
日

暦
元
年
己未　

正
月
元
日
、
節
会
、
依
神
木
動
座
省
略
篇
等
大
略
如
先
年
、
関
白
以

下
藤
氏
不
出
仕
、
内
弁
源
大
納
言
具
通
、

二
日
、
為
十
市
発
向
、
武
家
軍
勢
先
陣
少
々
南
着
、

四
日
五
日
両
日
間
、
武
家
数
千
騎
下

（
六
角
亀
寿
丸
カ
）

向
、
佐
々
木
・〔

富
樫
〕慳

（
昌
家
）・
赤
松

（
義
則
）・
吉
見

（
氏
頼
）・
土
岐

（
頼
康
）・

玉
（
斯
波
義
将
）
堂
、
惣
大
名
六
人
、
雖
然
、
衆
儀
不
憖
発
向
、
実
義
無
沙
汰
也
、
軍
勢
在
南
之
、

六
日
、
叙
位
儀
也
、
昨
日
延
引
、
執
筆
源
大
納
言
具
通

七
日
、
白
馬
節
会
、
内
弁
近〔
二
条
〕衛
左
大
臣
師
ー
嗣
、
不
憚
神
木
動
座
以
外
次
第
也
云
々
、

二
月
廿
日
比
、
京
都
聊
錯
乱
之
子
細
在
之
、
在
南
軍
勢
上
洛
其
後
以
寺
官
等
、
雖
令

催
促
、
時
日
馳
過
之
間
、
無
力
取
向
次
第
大
訴
了
、
六
月
五
日
、
法
雲
院
法
務
僧
正
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要　

第
3
号

（26）

実
遍
寺
務
再
任
、

八
月
十
三
日
、
夜
奉
動
神
木
入
洛
了
、
雖
送
旬
月
、
無
裁
許
之
実
義
、
廿
五
日
二
条

後
香
薗
院
左
大
臣
師
ー
嗣
任
関
白
、

二
年
庚申　
○

十
月
廿
八
九
日
、
六
方
与
衆
徒
戌
亥
脇
依
有
確
執
之
子
細
、
戌
亥
脇
衆
徒

率
軍
勢
上
洛
于
南
都
、
其
後
十
二
月
三
日
引
入
一
乗
院
先
門
主
実
玄
僧
都
、
乱
寺
門

之
間
、
六
方
衆
（
大
和
国
山
辺
郡
）
山
寺
ニ
移
住
、
依
勇
士
廻
凶
徒
治
罰
計
略
、

十
二
月
十
七
日
、
為
戌
亥
脇
之
沙
汰
、
押
而
奉
成
神
木
帰
座
了
、
氏
諸
卿
出
仕
有
名

無
実
也
、
僧
綱
等
全
分
無
出
仕
、
社
司
四
五
人
、
神
人
本
社
分
十
七
八
人
、
衆
徒
戌

亥
脇
分
百
余
人
、
行
粧
言
語
道
断
儀
、
先
代
未
聞
也
、 

」

（第 20紙）  

正
月
元
日
節
会
関
白
以
下
不
出
仕
、
神
木
動
座
故
如
例
、

九
月
十
日
東
院
法
印
円
守
為
寺
務
、

永
後
小
松
院
御
宇徳
元
年
辛酉　
○

四
月
十
一
日
主
上
受
禅
、
後
小
松
院
、

二
月
十
一
日
前
法
務
僧
正
実
遍
為
寺
務
、
第
三
度
、

夏
比
大
乗
院
先
門
主
讃
岐
禅
師
教
信
又
乱
入
寺
門
、
悪
行
言〔

語
〕悟
道
断
也
、
当（

大
乗
院
）

門
主
孝

尋
并
一
乗
院
当
門
主
良
昭
共
以

山
寺
入
御
、
悪
門
主
両
人
住
奈
良
、

二
年
壬戌　

閏
正
月
廿
三
日
、
夜
寅
刻
許
社
頭
四
柱
・
宝
蔵
・
廻
廊
等
焼
失
了
、
先
代

未
聞
珍
事
、
言
辞
難
及
者
也
、

三
月
十
二
日
、
権
僧
正
円
守
為
寺
務
、
十
六
日
、
実
遍
僧
正
入
滅
七
十
一
、

四
月
十
一
日
、
太
政
大
臣
良
ー
基
為
関
白
第
三
度
、

五
月
比
武
家
使
者
両
人
下
向
、
学
侶
相
共
ニ
宥
衆
徒
六
方
致
籌
策
、
社
頭
廻
禄
事
、

六
方
衆
徒
共
以
歎
存
○為

宿
望
上
者
和
談
了
、
先
門
主
実
玄
・
教
信
両
人
京
都
ニ
帰
洛
、

隠
居
当
門
主
良
昭
・
孝
尋
又
帰
寺
、
寺
門
落
居
静
謐
、

五
月
晦
日
、
法
花
会
始
行
、
貞
治
三
年
分
、

十
一
月
十
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
権
少
僧
都
孝
憲
来
迎
院
、
文
和
二
年
分
、

三
年
癸亥　

六
月
十
五
日
、
来
迎
院
孝
憲
法
印
為
権
別
当
、

十
一
月
十
八
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
三
人
、

 
 

初
日
、
禅
光
院
権
少
僧
都
覚
成
、

 
 

第
二
三
四
、
西
南
院
権
少
僧
都
覚
家
、 

」

（第 21紙）  
 

 

第
五
以
下
、
東
北
院
権
少
僧
都
円
兼
、

件
講
師
両
院
家
及〻令

確
執
永
和
三
年
丁
未

〔
巳
〕
及
両
三
年
、
寺
門
牢
籠
、
先
代
未
聞
次
第
也
、

今
年
為
両
人
講
師
可
有
始
行
処
、
以
上
首
○号

覚
成
又
相
加
者
也
、
仍
三
人
遂
講
、
未

両
人
不
読
縁
起
、

明
寺
務
松
林
院
僧
正
長
懐

徳
四
年
癸酉　

二
月
廿
二
日
、
六
方
於
観
禅
院
蜂
起
、
定
有
顕
覚
房
処
罪
科
、
則
所

従
宿
所
登
大
路
令
破
却
了
、
寺
僧
之
内
極
悪
族
、
以
厳
重
之
落
書
、
令
清
撰
其
躰
之
処
、

定
有
非
拠
繁
多
之
旨
、
及
多
通
之
間
、
為
傍
輩
向
後
、
則
加
重
科
、
永
削
寺
僧
名
帳

畢
、
門
大
乗
院

跡
追
止
惣
別
之
諸
供
等
、
悉
以
可
被
改
易
由
、
自
六
方
進
書
状
、
寺
門
沙
汰

厳
重
也
、

同
廿
三
日
、
定
有
引
汲
之
六
方
衆
率
数
多
之
勇
士
、
可
及
報
答
沙
汰
由
、
於
観
禅
院

集
会
在
之
、
以
外
珍
事
也
、
爰
寺
務
松
林
院
僧
正
長
懐
以
書
状
申
入
、
大
乗
院
子
細

在
之
、
仍
被
副
仰
詞
、
披
露
学
侶
、

 
 

 
 

仰
詞
云
、

 
 

 

自
廿
三
日
仰

寺
務
如
此
歎
申
候
、
雖
尤
其
謂
候
、
誠
両
方
贔
屓
之
輩
、
自
他
報
答
候
者
、

一
寺
之
頓
滅
不
可
廻
踵
、
先
閣
住
屋
破
却
等
之
嗷
義
、
追
其
沙
汰
候
者
、
就
理

非
可
有
落
居
候
、

（第 22紙）  
 

則
酉
下
斜
、
六
方
并
勇
士
等
令
退
散
了
、
其
後
、
両
方
」
衆
自
他
及
訴
陳
、
先
定
有

非
拠
之
内
、
先
年
国
中
諸
談
義
諸
坊
・
諸
院
領
為
興
行
、
学
侶
下
向
田
舎
之
時
、
自

押
妨
人
手
、
取
数
多
之
贖
労
、
無
本
複
実
事
、
以
下
条
々
在
之
、
又
東
北
院
与
西
南

院
確
執
并
両
門
停
廃
大
儀
以
下
、
為
其
帳
本
、
寺
門
之
錯
乱
、
悉
以
彼
所
行
由
云
々
、

三
月
十
日
、
武
家
両
使
下
向
、
中
条
次
郎
四
郎
左
衛
門
則
栄
・
中
澤
次
郎
左
衛
門
氏

綱
、
将
北
山
殿

軍
御
書
持
参
之
、

 
 

 

学
侶
定
有
為
六
方
衆
罪
科
間
事
、
委
細
以
使
者
令
申
候
、
厳
密
可
有
御
下
知
候

也
、
恐
々
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

御
（
足
利
義
満
）
判　

 
 

 
大
乗（

孝
尋
）
院
御
房

申
次
少
納
言
都
維
那
泰
清
、
因
幡
寺
主
栄
舜
、
両
方
訴
陳
之
趣
、
水
火
相
違
也
、
依

無
御
成
敗
、
両
方
事
書
進
京
都
、

 
 

 

就
定
有
罪
科
事
、
御
書
之
趣
謹
承
了
、
寺
門
錯
乱
歎
存
候
処
、
御
糺
明
之
次
第
、
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（27）

先
以
畏
入
候
、
連
日
、
自
両
方
種
々
雖
令
申
旨
候
、
実
否
不
存
知
仕
之
間
、
則

相
尋
六
方
之
処
、
両
方
事
書
等
如
此
候
、
子
細
見
彼
面
候
歟
、
宜
為
上
意
候
哉

由
、
可
令
洩
披
露
給
候
哉
、
孝
尋
誠
恐
頓
首
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

孝
尋

 
 

 
人
々
御
中 

」

（第 23紙）  

同
十
三
日
、
両
使
上
洛
、

三
月
十
八
日　

武
家
両
使
下
向
、
御
書
持
参
、

 
 

 

定
有
罪
科
間
事
、
重
以
使
者
令
申
候
、
令
尋
聞
給
、
科
条
有
無
可
有
御
糺
明
候

也
、
恐
々
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

御
判

 
 

 

大
乗
院
御
房　

袖
書
両
方
事
書
返
献
候
、

六
方
衆
定
有
罪
科
事
、
両
条
真
偽
都
鄙
之
間
、
究
決
猶
不
可
事
行
、
両
門
主
并
寺
務

加
評
定
、
被
尋
問
両
方
、
遂
対
決
、
可
被
注
進
是
非
矣
、

廿
一
日
於
一
乗
院
、
両
（
大
乗
院
孝
尋
・
一
乗
院
良
昭
）

門
跡
会
合
、
参
仕
僧
綱
、
寺
務
僧
正
長
懐
、
修
南
院
僧
都
実

恵
、
法
雲
院
律
師
実
昭
、
普
門
院
律
師
亮
覚
、
両
方
対
決
、
非
拠
十
一
ケ
条
、

 

定
有
罪
科
方
衆
使
節
長
専
尭
観
房　

厳
専
良
顕
房

 
 

 

免
除
方
衆
使
節
隆
乗
禅
良
房　

実
舜
定
順
房

廿
二
日　

訴
陳
之
趣
、
被
渡
武
家
使
者
、
昨
日
対
決
奉
行
、

 
 

一
乗
院
方
行
舜
讃
岐
上
座　

  

親
乗
越
前
寺
主

 
 

大
乗
院
方
教
秀
大
蔵
卿
法
橋　

 

栄
舜
因
幡
寺
主

此
後
大
略
京
都
御
成
敗
、

○
コ
ノ
間
五
行
分
空
白
ア
リ
。 
」

（第 24紙）  
 

応
永
廿
年 

癸巳　

六
月
十
三
日
、
就
河
上（

摂
津
国
）

五
ヶ
関
等
事
、
七
堂
閉
門
、
十
九
日
移
殿
并

金
堂
料
理
、
廿
日
武
家
使
者
斉
藤

（
基
喜
）

加
賀
守　

飯
（
清
藤
カ
）

尾
加
賀
入
道
、
依
之
無
動
座
、

寺
務
東
北
院
僧
正
俊
円

嘉
吉
二
年 

壬戌　

 

十
一
月
一
日
、
七
堂
并
東
大
寺
以
下
七
大
寺
閉
門
、
但（
大
和
平
群
郡
）

法別
当
孝
俊
隆
寺
・

清別
当
俊
円
水
寺
不
閉
門
、
依
別
当
異
儀
也
、

 
 

 
 

 

廿
七
日
開
門
、
今
度
寺
訴
者
河
上
五
ヶ
関
所
代
官
職
事
、
筒
井
順
永
与
学

侶
六
方
相
論
故
也
、
関
料
毎
年
五
百
貫
文
也
、
筒
井
致
無
沙
汰
上
者
、
可

改
代
官
云
々
、
学
侶
六
方
帳
本
輩
、
為
筒
井
方
沙
汰
加
罪
科
、
剰
相
語
戌

亥
脇
、
六
方
学
侶
令
閉
門
及
大
訴
之
間
、
彼
関
所
代
官
職
事
、
如
本
被
返

付
于
筒
井
旨
被
成
御
教
書
了
、
于
時
官
〔
管
〕
領
畠
山
徳（

満
家
）本
、
蒙
罪
科
学
侶
六
方

衆
、
好
尊
・
清
憲
以
下
七
人
、
筒
井
并
成
弥
勒
院
住

身
院
光
宣
・
尊
覚
・
実
憲
等
之

沙
汰
也
、

 
 

 
 

 

同
三
年
癸亥　

九
月
十
六
日
、
彼
罪
科
七
人
衆
相
語
豊
田
頼
英
、
追
落
弥
勒

院
了
、
則
放
火
光
林
院
以
下
焼
亡
、
光

（
成
身
院
）宣
落
下
筒

（
大
和
国
添
下
郡
）

井
館
、
則
為
七
人
方
筒

井
順
永
・
光
宣
・
尊
覚
・
実
憲
・
箸
尾
入
道
・
宗
信
・
野
田
東
以
下
令
罪

科
、
申
成
治
罰　

綸
旨
・
御
教
書
了
、
関
務
代
官
事
、
又
被
付
寺
門
」
者

（第 25紙）  
 

 
 

 
 

也
、
其
後
於
所
々
在
合
戦
、
南
都
雑
務
事
、
小
泉
重
弘
・
豊
田
頼
英
・
古

市
胤
仙
蒙
仰
了
、

 
 

 
 

同
文
安
元

四
年
甲子　

三
月
十
四
日
、
於
興
善
院
清
憲
坊
在
合
戦
、
実
憲
被
打
了
、

 
 

 
 

自
四
月
比
、
禅
定
院
山
成
城
了
、

 
 

 
 

 

二
年
乙丑　

九
月
十
三
日
、
七
人
方
又
打
負
、
田
舎
合
戦
無
正
躰
之
間
、
被

開
禅
定
院
山
城
了
、

 
 

 
 

 

同
十
八
日
、
成
身
院
光
宣
以
下
帰
寺
、
又
為
寺
門
申
入
間
、
勅
免
并
関
務

代
官
事
被
付
筒
井
了
、
其
後
、
彼
七
人
衆
并（
大
乗
院
経
覚
）

安
位
寺
殿
引
籠
古

（
大
和
国
添
上
郡
）

市
、
両
方

合
戦
及
十
余
年
、
光
宣
、
禅
定
院
山
城
ニ
居
、

 
 

 
 

 

享
徳
三
年
三
月
十
一
日
、
於
大
鳥
居
合
戦
、
尊
覚
被
打
、
其
後
、
自
他
次

第
ニ
帰
寺
、
如
此
五
ヶ
所
関
不
知
行
之
間
、
八
幡
神
人
以
下
所
々
権
門
等

立
新
関
六
百
ヶ
所
了
、
然
間
、
寺
門
公
用
自
然
ニ
退
転
者
也
、
時
刻
到
来

歟
、

　

文
寺
務
松
林
院
僧
正
貞
兼

安
三
年 

丙寅　

七
月
廿
五
日
、
七
大
寺
并
東
大
寺
閉
門
了
、
兵（

摂
津
国
八
部
郡
）

庫
関
事
条
々
訴
申
之
、

大
乗（
尋
尊
）
院
禅
師
法
花
会
竪
義
加
行
、
自
廿
三
日
始
之
、
閉
門
中
用
代
官
、
八

月
十
一
日
開
門
、
十
月
法
花
会
始
行
、

　

宝
寺
務
勝
願
院
僧
正
良
雅

徳
三
年
辛未　

八
月
七
日
夜
、
一（

教
玄
カ
）
乗
院
得
業
遂
電
美
乃
国
云
々
、

 
 

 
 

 
同
十
七
日
、
七
大
寺
閉
門
、
西（

大
和
国
添
下
郡
）

大
寺
光
明
真
言
延
引
、
是
始
云
々
、

 
 

 
 

九
月
一
日
、
神
木
動
座
、
今
日
一
乗
院
帰
寺
了
、 

」

（第 26紙）  
 

 
 

 
 

廿
四
日
帰
座
、
正
・
権
別
当
・
五
師
・
三
綱
・
大
衆
等
、
自
金
堂
前
至
社
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（28）

頭
引
烈
、
如
金
堂
帰
座
、
希
代
沙
汰
也
、
剰
先
官
両
人
、
東
北（
俊
円
）院
僧
正
・

松
林（
貞
兼
）
院
僧
正
列
当
官
前
、
珎
事
勝
事
也
、

 
 

 
 

 

十
月
十
四
日
、
元
興
寺
金
堂
并
小
塔
院
皆
悉
焼
失
、
依
余
炎
、
禅
定
院
悉

以
焼
亡
了
、
智
光
法
師
極
楽
万
陀
羅
於
禅
定
院
焼
了
、
時
刻
到
来
者
也
、

可
歎
〳
〵
、
土
民
蜂
起
故
火
事
出
来
、
五
ヶ
関
相
論
両
方
合
戦
最
中
故
、

土
民
等
任
雅
意
之
間
、
近
日
所
々
火
事
、
夜
々
悪
行
連
続
了
、
南
市
辰
巳

小
路
以
下
近
所日○々

依
為
合
戦
之
場
、
郷
民
等
遂
電
了
、

 
 

 
 

 

十
一
月
十
九
日
、
六
方（

大
和
国
城
上
郡
）

長
谷
寺
発
向
、
巻（

大
和
国
城
上
郡
）

向
山
相
論
事
故
也
、
今
度
寺
訴

随
一
也
、
同
日
七
大
寺
等
開
門
、
十
二
月
十
八
日
、
長
谷
寺
大
聖
開
帳
三
ヶ

年
也
、

（
教
玄
）

　

享
寺
務
一
乗
院徳
三
年
甲戌　

九
月
廿
九
日
八
方
大
衆
蜂
起
、
当
国
宇
智
郡
事
、
可
被
返
付
旨
訴
申
、

十
月
廿
日
被
返
付
于
寺
門
、
畠
山
惣
領
職
事
、
伊（

義
就
）
予
守
与
弥（

政
久
）
三
郎
相
論
時

節
、
如
此
訴
申
者
也
、

　

康
寺
務
一
乗
院正
元
年 

乙亥　

宇
智
郡
事
、
伊
予
守
義
就
押
領
、
如
本
知
行
、
依
之
、
七
月
廿
日
七

堂
閉
門
、
八
月
十
日
七
大
寺
閉
門
、
同
十
九
日
開
門
、
伊
予
守
乱
入
当
国

（第 27紙）  
 

 
 

 
 

所
々
、
筒
井
・
成
身
院
光
宣
・
箸
尾
以
下
遂
電
、
同
三
年
五
月
比
」
筒
井
・

成
身
院
・
箸
尾
以
下
、
以
上
意
帰
国
、

寛
正
元
年 

庚辰　

九
月
廿
日
、
畠
山
義
就
違
上
意
、
開
屋
形
、
引
籠
河
内
嶽（

石
川
郡
）

山
城
、
惣

領
職
事
、
畠
山弥
三
郎
弟
也
、

弥
次
郎
政
長
給
之
、
仍
両
方
違
之
合
戦
、
政
長
之
事
一
円

成
身
院
計
略
、
依
之
一
家
相
論
興
成
了
、
光
宣
在
陣
及
四
ヶ
年
了
、

 
 

同寺
務
安
位
寺
殿

二
年
辛巳　

七
月
十
七
日
、
七
大
寺
閉
門
、
神
供
料
所
等
違
乱
故
也
、
十
一
月
廿
日

開
門
、

　

 

同
寺
務
東
院
僧
正
兼
円

四
年
癸未　

十
一
月
十
二
日午

刻

、七
大
寺

今
日
自
早
旦
寺
家
三
十
講
論
匠
召
之
、例
三
ヶ
日
悦
酒
云
々
、

閉
門
○

十
二
月
廿
三
日
社
頭
閉
門
、
廿
四
日
、

神
木
動
座
、

 
 

 
 

 

同
五
年
甲申　

正
月
一
日
、
元
日
節
会
内
弁
殿（

二
条
政
嗣
）

大
納
言
殿
、
関
白
御
拝
賀
在

之
、
珍
事
々
々
、
未
曾
有
事
也
云
々
、

 
 

 
 

五
日
、
叙
位
無
之
、

 
 

 
 

 

七
日
、
節
会
内
弁
菊
亭
大

（
今
出
川
）将
教
季
云
々
、
依
之
教
季
可
放
氏
之
由
、
自
学

侶
、
以
書
状
仰
社
家
、
然
而
一
社
返
答
、
毎
度
放
氏
事
、
以
僉
議
之
趣
、

可
磬
白
之
由
云
々
、
其
後
無
僉
議
、

 
 

 
 

 

菊
亭
内
々
歎
申
趣
、
元
日
関（

二
条
持
通
）

白
殿
御
拝
賀
、
是
一
向
無
先
例
、
又
元
日
殿

大
納
言
殿
内
弁
、
元
日
儀
如
此
、
然
而
、
閣
上
首
之
儀
、
後
日
出
仕
仁
放

氏
之
沙
汰
不
得
其
意
候
云
々
、
此
条
尤
也
、
神
木
動
座
中
関
白
拝
賀
誠
以

無
先
例
、
藤
氏
大
臣
以
下
拝
賀
着
陣
、
先
例
少
々
在
之
、

 
 

 
 

 

三
月
十
七
日
、
新
供
目
代
好
藝
深
学
房
召
之
云
々
、
動
座
中
事
、
有
其
例

云
々
、
所
々
参
賀
、
鈍
色
白
五
帖
也
、

 
 

 
 

 
 

 

康
暦
元
年
四
月
十
六
日
、
新
供
目
代
乗
融
学
縁
房
召
之
、
同
六
月
十
六
日
新
供
目
代
学
縁
房
召
之
、
同
十

月
十
六
日
、
目
代
多
観
房
召
之
、
同
廿
二
日
、
禅
円
房
召
之
、

 
 

 
 

 

去
二
月　

日
、
別
会
職
事
、
仰
宗
秀
僧
都
参
賀
、
鈍
色
白
五
帖
也
、
動
座

中
有
其
例
云
々
、

（第 28紙）  
 

 
 

 
 

四
月
一
日
、
観
禅
院
三
十
講
、
依
神
木
動
座
寺
頭
閉
門
無
之
、」
各
退
加

行
了
、
不
依
事
也
、
八
日
、
仏
生
会
同
無
之
、
五
日
・
七
日
・
十
日
三
个

日
、
如
永
享
五
年
四
月
例
、
於
多
田
須
河
原
勧
進
猿
楽
在
之
、
桟
敷
六
十

三
間
也
、
桟
敷
之
人
数
、
室（
足
利
義
政
）

町
殿
・
御

（
日
野
富
子
）
臺
・
細（

勝
元
）川
・
畠（

政
長
）山
・
武

（
斯
波
義
廉
）衛
以
下
諸

大
名
、
関
白
殿
・
日（
勝
光
）野
以
下
公
家
、
聖（

義
観
）
護
院
・
三（

義
賢
）
宝
院
・
梶（

義
承
）井
・
青（

尊
応
）
蓮
院
・

大
乗
院
門
跡
五
人
、
八
幡
禅
〔
善
〕
法
寺
等
也
、
於
大
乗
院
者
、
雖
打
桟
敷
、
依

神
木
事
、
相
支
寺
門
之
間
、
不
能
上
洛
見
物
者
也
、
猶
太
閤
御
見
物
、
十

日
御
出
、
於
関
白
桟
敷
御
見
物
、
自
公
方
頻
被
申
之
故
云
々
、
其
上
初
日

関
白
以
下
氏
人
済
々
見
物
云
々
、
凡
不
可
然
事
也
云
々
、

 
 

 
 

 

十
三
日
夜
、
神
木
御
帰
座
、
七
大
寺
開
門
、
毎
事
寺
訴
無
為
無
事
故
也
、

珍
重
々
々
、
十
七
日
正
月
分
心
経
会
始
行
之
、
自
廿
六
日
於
南
大
門
薪
猿

楽
在
之
、
依
神
木
動
座
薪
延
引
歟
、
一
向
無
之
者
、
毎
度
例
、
未
懃
御
沙

汰
今
度
始
也
云
々
、
自
廿
八
日
食
堂
尊
勝
陀
羅
尼
始
之
、
五
月
八
日
、
仏

生
会
修
之
、
去
月
廿
日
聖
護
院
新
門
主
義
観
僧
正
他
界
室
町
殿
御
弟
、

 
 

 
 

 
去
月
正
月
已
来
講
堂
仁
王
講
悉
以
修
入
之
、
当
月
唯
識
講
同
修
入
之
、
興

善
院
講
、
社
頭
吉
田
経
以
下
同
之
也
、
十
三
日
、
慈
恩
会
於
東
室
修
之
、

竪
者
六
口
、
十
六七

日
若
宮
祭
礼
去
年
分
始
行
之
、
当
年
別
会
宗
秀
五
師
奉
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（29）

行
之
、
田
楽
頭
善
恩
房
得已

講業
・
善
教
房
已
講
、

 
 

一
、 

今
度
御
動
座
僉
議
延
順
房
得
業
、
御
帰
座
僉
議
実
舜
房
得
業
也
、
去
宝
徳

（第 29紙）  
 

 
 

 
 

三
年
御
動
座
僉
議（

宗
カ
）
□
栄
房
得
業
、
御
帰
座
僉
議
深
円
」
房
得
業
、
両
人
共

以
三
ケ
年
之
内
他
界
了
、
学
侶
沙
汰
衆
之
内
自
成
業
次
第
ニ
令
懃
仕
事
也

云
々
、
仍
今
度
延
順
房
雖
成
返
々
辞
退
、
衆
議
不
可
叶
、
可
及
罪
科
ト
評

定
、
然
間
無
為
懃
仕
之
、
廿
六
日
、
千
部
会
修
之
、
別
会
五
師
宗
秀
今
度

寺
訴
毎
事
無
為
、
兵
庫
関
細
川
船
事
、
於
向
後
者
押
而
不
可
通
之
云
々
、

 
 

 
 

 

坪
（
越
前
国
坂
井
郡
）

江
藤
澤
名
事
、
如
元
被
返
付
于
大
乗
院
家
了
、
河
内
国
山（

交
野
郡
）

田
庄
返
仏
地

院
、
山
城
国
田
ナ
（
綴
喜
郡
）へ
庄
返
東
院
、
当
国
民
以
下
私
反
銭
事
、
向
後
不
可
懸

之
云
々
、
河
口
（
越
前
国
坂
井
郡
）

庄
之
内
溝
江
郷
放
火
事
、
朝（

孝
景
）倉
所
行
不
可
然
之
間
、
於
朝

倉
者
可
有
御
罪
科
之
由
被
仰
出
、
則
朝
倉
所
持（
越
前
国
坂
井
郡
河
口
荘
）

之
本
庄
郷
公
文
政
所
職
事

并
落
名
事
可
改
之
旨
触
下
書
下
了
、
大
綱
無
為
者
也
、
仍
神
事
法
会
以
下

未
始
行
分
、
悉
以
行
入
之
了
、

 
 

 
 

 

五
月
廿
八
日
、
寺
官
英
深
・
順
懐
両
五
師
上
洛
、
訴
申
入
趣
兵
庫
関
船
事
、

近
日
又
山
名
船
可
押
通
旨
申
之
事
、
朝
倉
進
退
事
于
今
無
一
途
之
間
、

条
々
可
被
仰
付
事
云
々
、

 
 

 
 

 

来
七
月
十
九
日
、
依　

新
（
後
土
御
門
）帝
譲
国
当（後
花
園
）

今
第
一
皇
子
公
武
御
取
乱
、
然
間
、
毎
事

披
露
事
不
叶
云
々
、
仍
寺
官
等
令
下
向
了
、
但
於
山
名
之
船
事
者
、
被
仰

付
厳
密
云
々
、

 
 

 
 

 

七
月
十
九
日
、
譲
国
在
之
、
廿
日
、
為
御
礼
参
賀
室
町
殿
、
南
都
之
衆
同

参
仕
了
、
申
御
沙
汰
畏
入
由
云
々
、

 
 

 
 

 

八
月
八
日
、
寺
官
両
人
定
清
・
宗
算
両
五
師
上
洛
、
依
安
位
寺
御
口
入
、

朝
倉
教
景
条
々
、
於
寺
官
前
致
告
文
了
、
於
二
条
殿
御
所
有
此
儀
云
々
、

仍
寺
訴
悉
以
落
着
者
也
、
十
二
日
寺
官
下
向
、
十
三
日
安
位
寺
殿
御
下
向
、

十
五
日
学
侶
并
一
切
経
衆
使
節
参
申
、
折
紙
等
自
両
方
進
上
之
、
於
禅
定

院
御
対
面
了
、 

」

（第 30紙）  

寛
正
六
年
二
月
末
、
寺
官
両
人
、
定
清
・
宗
算
両
五
師
上
洛
了
、
訴
申
子
細
条
々
在

之
、
本
訴
兵
庫
関
料
細
川
方
船
不
出
之
、
依
之
、
方
々
船
共
押
而
罷
通

云
々
、
此
条
堅
訴
申
入
、
仍
及
度
々
、
以
御
使
飯
尾
左
衛（

之
種
）
門
大
夫
雖
被
仰
、

細
川
不
能
御
返
事
云
々
、
次
就
三
月
御
花
見
、
諸
大
名
一
献
沙
汰
、
仍
為

武（
斯
波
義
廉
）

衛
方
越
前
国
一
国
一〔
平
カ
〕均
反
銭
申
請
之
云
々
、
猶
南
都
領
者
、
毎
度
守
護

方
并
公
方
反
銭
事
、
御
免
除
也
、
其
子
細
申
入
間
、
御
奉
書
被
成
之
、
然

而
守
護
遵
行
難
渋
之
間
、
為
寺
官
問
答
、
猶
不
事
行
之
間
、
甲（
信
久
）斐
代
官
被

召
、
公
方
堅
御
下
知
、
三
月
廿
五
日
遵
行
了
、
三
月
廿
八
日
・
廿
九
日
両

日
ニ
寺
官
両
人
下
向
了
、

 
 

 
 

 
 

 

春
日
社
兼
興
福
寺
領
、越
前
国
所
々
注
文
在
別
紙
事
、被
相
懸
勘
料
云
々
、

為
免
除
之
地
上
者
、
可
被
止
催
促
之
由
也
、

 
 

 
 

 
 

 

　

二
寛
正
六

月
廿
八
日　
　
　
　
　

之
種
判　

貞（
布
施
）基
判

 
 

 
 

 
 

 

守（
甲
斐
信
久
）

護
代

 
 

 
 

 

当
年
公
方
御
下
向
事
、
二
月
初
比
被
仰
出
之
、
九
月
廿
一
日
御
下
向
、
着

御
一
乗
院
家
、
廿
二
日
御
社
参
并
両
門
跡
御
成
畢
、
廿
七
日
祭
礼
御
見
物
、

廿
八
日
後
朝
、
同
廿
九
日
御
上
洛
畢
、
今
度
之
儀
、
云
寺
門
沙
汰
云
所
々

御
成
儀
、
毎
事
無
為
、
天
気
快
然
無
是
非
次
第
也
、
令
相
計
神
慮
給
歟
、

仍
南
都
儀
無
事
、
可
被
懸
上
意
之
由
及
御
沙
汰
云
々
、
珎
重
〳
〵
、

 
 

 
 

 

藤
澤
名
事
、
去
八
月
比
、
綱（

広
橋
）光
卿
申
給
御
判
云
々
、
故
兼（

広
橋
）郷
知
行
分
所
々

被
返
付
之
間
、
卿
之
注
文
ニ
加
之
、
不
及
御
尋
御
取
乱
之
間
、
卒
爾
御
成

敗
歟
、
但
一
段
以
大
訴
、
申
入
五
ヶ
条
内
也
、
神
明
御
動
座
以
下
、
一
天

下
無
其
隠
題
目
也
、
為
藤
氏
卿
乍
存
知
如
此
子
細
、
加
私
領
朝
恩
之
注
文

之
条
、
不
可
然
間
、
為
旁
輩
向
後
可
放
氏
綱
光
卿
之
由
、
学
侶
・
六
方
一

（第 31紙）  
 

 
 

 
 

決
、
放
氏
日
限
事
、
十
二
月
」
十
八
日
云
々
、
然
間
彼
名
事
、
上
表
申
入

旨
綱
光
卿
返
状
、
仍
南
都
知
行
任
去
御
判
之
旨
畢
、
珎
重
〳
〵
、

文
正
元
年
戌

　

二
月
廿
八
日
改
元
、
当
今
第
三
年
、
十
二
月
大
嘗
会
也
、

応
仁
元
年
天
下
大

（
後
花
園
・
後
土
御
門
）

乱
、
両
帝
行
幸
室
町
殿
、

文
明
二
年
法
（
後
花
園
）皇
崩
、
同
八
年
室
町
殿
払
地
炎
上
了
、
内
行
幸
北（

日
野
苗
子
）

小
路
尼
亭
、　

十
一

年
此
所
又
炎
上
之
間
、
行
幸
日
野
亭
一
条
室
町
、
其
後
遷
幸
土
御
門
殿
、
十
三
年
室
町

殿
御
隠
居
後
、
号
東
山
殿
、
至
同
十
七
年
両
畠
山
大
勢
対
陣
、
山
城
国
及
数
ヶ
月
無

殊
事
退
散
了
、
於
当
国
者
両
方
不
可
成

由
申
了
、
仍
本
願
領
共
自
然
ニ
無
為
、
於

春
日
以
下
三
社
領
者
、
今
度
国
人
入
目
共
不
懸
之
、

（
山
城
国
相
楽
郡
）

菅
井
、
大
住
、（

山
城
国
相
楽
郡
）

狛
野
以
下
閣
之
、
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（30）

其
余
ハ
半
済
引
之
云
々
、

○
以
下
、
空
白
ア
リ 

」

（第 32紙）

 

」

（第 33紙）  

此
一
巻
勘
記
禄

〔
録
〕
令
類
聚
者
也
、

 
 

 
 

 

寛
正
五
年
五
月　

日　

前
大（

尋
尊
）僧
正
（
花
押
） 

」
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